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〈
広
島
支
部
〉

中
国
地
区
に
お
け
る

「
学
生
支
援
」

の

取
組

に

つ
い
て

日
本
学
生
支
援
機
構
広
島
支
部
で
は
、
新
法
人
と
し
て
業
務
を
開

始
す
る
に
あ
た
り

"学
生
支
援
事
業
"
の
現
状
を
知
る
た
め
に
、
広

島
支
部
の
担
当
区
域
で
あ
る
中
国
五
県

(鳥
取
県
、
島
根
県
、
岡
山

県
、
広
島
県
、
山
口
県
)
を
対
象
に
、
大
学
等
の
位
置
や
規
模
、
大

学
等

に
お
け
る
学
生
支
援
の
活
動
状
況
、
大
学
等
問
に
お
け
る
連
携

状
況
に
つ
い
て
調
査
を
行

っ
た
。

中
国
五
県
を
理
解
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
を
示
す
と
、
大
学
等
八
七

校
、
学
生
数

一
五
八
、
二
四
四
人
で
、
各
県
の
内
訳
は
表
の
と
お
り

で
あ
る
。
割
合
で
み
る
と
鳥
取
県
が
学
校
数
四

・
六
%

・
学
生
数

六

・
○
%
、
島
根
県
が
学
校
数
五

・
七
%

・
学
生
数
五

・
九
%
、
岡

山
県
が
学
校
数
三

一
・
○
%

・
学
生
数
三
〇

・
七
%
、
広
島
県
が
学

校
数

三
六

・
八
%

・
学
生
数
四

一
・
五
%
、
山
口
県
が
学
校
数
二

一
・
八
%

・
学
生
数

一
五

・
九
%
、
で
あ

っ
た
。

次
に
、
学
生
支
援
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
は
、
①
学
生
指
導
、
②

学
生
相
談
、
③
就
職
指
導
、
④
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
⑤
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
、
⑥
留
学
生
支
援
、
⑦
課
外
活
動
等
の
項
目
及
び
大
学
等
間
に

お
け
る
連
携
状
況
も
含
め
て
調
査
を
行

っ
た

が
、
各
項
目
ご
と
に
協
議
会
等
を
設
置
し
て
協

議
し
て
い
る
点
で
は
広
島
県
が
整
備
さ
れ
て
い

た
。こ

れ
ら
の
調
査
を
も
と
に
、
①
学
生
指
導
か

ら

「広
島
県
学
生
指
導
連
絡
協
議
会
」、
②
学

生
相
談
か
ら
広
島
地
区
大
学
の
現
状
に
つ
い

て
、
⑥
留
学
生
支
援
か
ら

「留
学
生
交
流
推
進

協
議
会

(会
議
)」
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

①
学
生
指
導

「広
島
県
学
生
指
導
連
絡
協
議
会
」

「広
島
県
学
生
指
導
連
絡
協
議
会
」
は
、
昭
和

二
八
年
二
月

]
二
日
に
制
定
さ
れ
た
五
三
年
の

歴
史
を
持
つ
組
織
で
あ
る
。
目
的
は

「学
生
生

活
に
係
る
諸
問
題
に
つ
い
て
意
見
及
び
交
換
を

は
か
り
、
学
生
指
導

・
支
援
を
適
切
に
行
う
」

(就
職
問
題
を
除
く
)
と
あ
る
。

現
在
、
広
島
県
内
二
九
校
と
二
団
体

(当
機
構
広
島
支
部

・

(財
)

日
本
国
際
教
育
支
援
協
会
広
島
地
区
事
務
室
)
で
構
成
さ
れ
、
協
議

会
は
、
四
月

「年
度
の
活
動
方
針
」
、
六
月
及
び

一
一
月

「テ
ー
マ
別

分
科
会
」
、

一
月

「年
間
の
総
括
等
」
に
開
催
す
る
と
し
、
事
務
局
は

広
島
大
学
教
育
室
に
置
き
、
当
番
校
は
会
員
大
学
等
が
輪
番
で
担
当

し
て
い
る
。

平
成
九
年
度
以
降
の
活
動
の
中
で
提
案
校
か
ら
出
さ
れ
た
デ
ー
タ

を
み
る
と

「協
議
事
項
」
で
は
、
学
生
指
導
三
〇
件
、
課
外
活
動
七

件
、
学
生
相
談
五
件
、
留
学
生
二
件
で
、
「承
合
事
項
」
に
お
い
て
は
、

学
生
指
導
二

一
件
、
課
外
活
動
九
件
、
留
学
生

・
奨
学
金
各
三
件
、

学
生
相
談
二
件
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
講
演
会
で
も
学
生
支
援
、
学
生

相
談
関
係
を
中
心
に
し
て
い
る
。
学
生
支
援
の
情
報
交
換
の
場
と
し

て
有
効
な
会
議
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

②
学
生
相
談

広
島
地
区
大
学
の
現
状

第

三
一
三
回
広
島
県
学
生
指
導
連
絡
協
議
会
の
平
成

一
六
年
度
四

月
例
会
で

「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
」
の
承
合
事
項
が
公
開
さ

れ
た
の
を
き

っ
か
け
に
広
島
地
域
の
大
学
を
対
象
に

「学
生
相
談
に

関
す

る
調
査
」
を
行

っ
た
。
大
学
の
多
く
は
学
内
に
保
健
管
理
セ
ン

タ
ー
や
学
生
相
談
室
を
設
け
て

一
定
の
効
果
を
あ
げ
て
い
る
が
、

一

方
で
は
学
内
で
相
談
し
に
く
い
学
生
は
、
学
外
に
相
談
室
の
設
置
を

望
む
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。

後

日
、
調
査
に
協
力
い
た
だ
い
た
大
学
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
意

見
交
換
会
を
開
催
し
た
が
、
そ
の
中
で
、
「大
学
の
教
職
員
は
、
現
代

学
生

の
急
激
な
変
化
に
対
応
し
き
れ
な
い
憂
慮
す
べ
き
状
況
に
あ
る
」

と

い
う
意
見
が
印
象
的
で
、
機
構
に
お
い
て
現
代
学
生
の
気
質
の
研

究
、
教
職
員
を
対
象
と
し
た
研
修
、
大
学

・
関
係
団
体
と
の
連
携
に

つ
い
て
、
権
威
あ
る
有
識
者
や
大
学
担
当
者
を
招
請
し
て
研
修
会
等

を
開
催
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
に
至
っ
た
。

⑥
留
学
生
支
援

「留
学
生
交
流
推
進
会
議

(協
議
会
)」

各
県
の
留
学
生
支
援
団
体
の
代
表
格
が

「留
学
生
交
流
推
進
会
議

(協
議
会
)」
で
あ
る
が
、
そ
の
状
況
を
み
る
た
め
に
岡
山
大
学
、
山

口
大
学
、
島
根
大
学
、
鳥
取
大
学
の
運
営
委
員
会
又
は
総
会
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
広
島
大
学
で
も
昨
年

四
月
に
部
会
を
設
置
し

て
推
進
会
議
の
運
営
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
が
、
各
県
と
も

「奨

学
金
」、
「宿
舎
」、
「生
活
関
連
」
が
其
通
し
た
問
題
と
な

っ
て
い
る
。

ま
た
、
教
職
員
や
留
学
生
を
対
象
に
し
た
情
報
交
換
会
、
セ
ミ
ナ

ー
等
の
研
修
会

の
開
催
、
あ
る
い
は
ス
ポ
ー

ツ
交
流
会
、
日
本
文

化

・
歴
史
研
修
会
等
の
バ
ス
ツ
ア
ー
な
ど
広
域

の
事
業
を
開
催
す
る

の
も
方
法
で
あ
る
。

以
上
、
広
島
支
部
に
お
け
る
中
国
地
区
の
状
況
を
紹
介
し
た
が
、

支
部
事
業
と
し
て
、
就
職
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

課
外
活
動
等
も
取
り
組
む
体
制
を
整
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま

た
、
今
後
は
、
事
務
型
の
職
員
ば
か
り
で
な
く
、
会
議

・
研
修
会

・

交
流
会
等
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
き
る
プ
ラ
ン
型
職
員
の
採
用

(養

成
)
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
予
感
す
る
。

最
後
に
な
る
が
、
本
誌
の
平
成

一
六
年
四
月
号
以
降
で
は
、
学
生

相
談

(五
月
号
)
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

(六
月
号
)、
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

(七
月
号
)
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
学
生
支
援

(八
月
号
)、

就
職

(九
月
号
)
と
学
生
支
援
の
代
表
格
が
特
集
さ
れ
て
い
る
の
で
、

前
述
の
内
容
と
合
わ
せ
て
ご
活
用
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
あ
る
。

〈平成16年5月1日 学校教育基本調査より〉


